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１．経 緯  

○平成 21年（2009年）に福澤諭吉肖像 1万円札発行 

満 25年記念事業の一環として、第 1回を開催。 

○平成 24年（2012年）第 3回大会から、参加者数が 30 

チーム 100人を超え、場所を錬心館に移して開催。 

○平成 27年（2015年）、料飲三田会から「諭吉かるた」 

の著作権、商標権が公益財団法人福澤旧邸保存会に譲渡 

される。 

○平成 31 年（2019 年）第 10 回記念大会からは、福澤旧邸保存会よりこの度寄贈された優

勝カップを学校持ち回りとし、優勝の栄誉を讃え続けることとした。 

 

２．目 的  

かるた大会を通じて、子ども達が中津にゆかりの深い偉人である福澤諭吉に親しみや関心

を持ち、諭吉のことをもっと知ろうとする気持ちを育て、郷土中津を誇りに思う心情を育む。 

 

３．内 容  

（１）主 催  福澤諭吉記念事業実行委員会・中津市教育委員会 

（２）共 催  公益財団法人福澤旧邸保存会 

（３）後 援  慶應義塾 

（４）日 時  平成３１年２月９日（土）１３時から（１２時３０分から受付） 

（５）場 所  錬心館（南部小学校前） 

（６）日 程  １３：００  開会式 ・主催者あいさつ ・福澤旧邸保存会あいさつ 

        １３：１０  競技説明、諸注意 

        １３：３０  試合開始（予選リーグ、決勝トーナメント）決勝 16時予定 

        １６：３０  表彰式、閉会式 

（７）参加者  小学校低学年、小学校高学年 

※昨年度参加状況：低学年 12チーム 57人、高学年 24チーム 73人 計 36チーム 130人 

 

 

 

 

 

 

 

福澤諭吉先生について知り、親しみ持つ 

福澤諭吉記念第 10 回「諭吉かるた」大会 
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４．「諭吉かるた」について  

 平成 15 年（2003 年）に料飲三田会創立 50 周年を記念して発行されたもので、福澤諭吉

の生涯やその教え、偉業などをいろはかるたで表しており、全部で 48枚ある。 

はじめは、記念パーテイーの出席者や義塾関係者等に配っていたが、中津市が「諭吉かる

た」を使用して、市内の学校対抗による大会を毎年開催していることを知り、福澤諭吉にゆ

かりの深い中津に定着したこの大会で、今後も継続的にこの「諭吉かるた」を使ってもらう

方が良いと考え、平成 27年（2015年）に「諭吉かるた」の著作権と商標権を「料飲三田会」

から公益財団法人福澤旧邸保存会に譲渡された。 

 現在、「諭吉かるた」は、福澤記念館で販売（1,500円）している。 

 

５．かるたの読み札と取り札（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【問合先】中津市教育委員会 社会教育課 生涯学習推進室 

担当：山本・中原（TEL：0979-22-1111・内線 482・483） 

 


